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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

先
生
の
言
わ
れ
た
「
人
生
の
Ｂ
面

を
ど
う
描
く
か
」
と
い
う
話
に
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

全
6
回
の
う
ち
4
回
以
上
の
出
席

者
に
は
、
修
了
証
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

認
定
書
を
交
付
し
、
次
年
度
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学学学学
習習習習
活活活活
動動動動
クククク
リリリリ
エエエエ
ーーーー
タタタタ
ーーーー

養養養養
成成成成
講講講講
座座座座
をををを
開開開開
講講講講

去
る
11
月
28
日（
水
）、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
に

お
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
学
習
機

会
の
充
実
を
目
指
し
、
社
会
教
育

施
設
等
で
自
主
企
画
講
座
を
開

設
・
運
営
で
き
る
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し
た

養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

初
回
は
、
野
木
町
公
民
館
サ
ポ

ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
代
表
の
軽
部
重

夫
氏
を
お
招
き
し
、
宇
都
宮
大
学

教
授
の
陣
内
雄
次
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、「
自
分
ら
し
さ
を
地

域
に
活
か
す
」
と
題
し
た
事
例
研

究
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
言
い
出
し
た
人
が
企
画
し
、

ク
ラ
ブ
全
員
で
運
営
す
る
と
い
う
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
す

ば
ら
し
い
活
動
に
、
参
加
し
た
受

講
生
の
皆
さ
ん
は
、「
気
持
ち
が
あ

れ
ば
何
か
で
き
る
」
と
い
う
、
始

め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
く

れ
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
第
2
回
目
は
、
講
座
の

申
込
倍
率
3.3
倍
を
誇
る
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
共
同
参
画

お
お
た
理
事
の
牟
田
静
香
氏
を
お

招
き
し
、「
行
列
の
で
き
る
講
座
の

作
り
方
〜
企
画
力
向
上
編
」
を
、

第
3
回
目
は
、「
思
わ
ず
手
に
と
る

チ
ラ
シ
の
作
り
方
〜
広
報
力
向
上

編
」
と
題
し
、
人
気
講
座
開
設
の

秘
訣
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
下
都
賀
教
育
事
務

所
社
会
教
育
主
事
の
鈴
木
廣
志
先

生
の
指
導
の
下
、
講
座
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
市

民
の
皆
様
に
多
く
の
講
座
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

〜
こ
ど
も
を
取
り
巻
く

育
成
環
境
と
人
権
に
つ
い
て
〜

下
野
市
市
民
人
権
講
座

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

今
、
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
や
権

利
、
学
習
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
人
間
関
係
は
希
薄
に
な

り
、
こ
ど
も
へ
の
暴
力
も
絶
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時
と
内
容

○
第
1
回
　
2
月
13
日（
水
）

（
仮
題
）「
こ
ど
も
と
社
会
」

〜
こ
ど
も
支
援
学
入
門
〜
　
　

○
第
2
回
　
2
月
27
日（
水
）

（
仮
題
）「
こ
ど
も
と
あ
そ
び
」

〜
「
遊
育
」
に
つ
い
て
〜
　
　

○
第
3
回
　
3
月
12
日（
水
）

（
仮
題
）「
こ
ど
も
と
学
校
」

〜
「
差
別
す
る
こ
こ
ろ
」
〜
　
　

○
第
4
回
　
3
月
26
日（
水
）

（
仮
題
）「
こ
ど
も
の
権
利
」

※
時
間
は
各
回
と
も
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

●
定
　
員

各
回
と
も
30
名

（
1
コ
マ
の
受
講
も
可
能
）

●
講
　
師

早
稲
田
大
学
教
授

喜
多
明
人
氏
ほ
か

●
申
し
込
み
期
限

2
月
12
日（
火
）

●
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　

1（
52
）1
1
1
9

歴歴歴歴
史史史史
館館館館
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア

養養養養
成成成成
講講講講
座座座座
をををを
開開開開
講講講講

去
る
10
月
18
日（
水
）、
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
生
涯
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
で
、
史
跡

下
野
薬
師
寺
跡
ふ
る
さ
と
歴
史
の

広
場
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
を
拠

点
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会
を
開
講
し
ま
し
た
。

初
回
は
、
文
化
財
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と

を
学
び
、
第
2
回
目
は
、
Ｖ
ｎ
ｅ

ｔ
社
会
教
育
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
事
務
局
代
表
の
大
久
保
邦

子
氏
を
お
招
き
し
、「
文
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
文
化
を
支
え
て
”
自
己

実
現
“
〜
利
用
す
る
市
民
か
ら
参

画
す
る
市
民
へ
〜
」
と
題
し
、
行

政
と
の
協
働
に
よ
る
、
文
化
施
設

の
未
来
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
持
っ
て
こ
の

講
座
に
参
加
さ
れ
て
お
り
、
特
に

大久保邦子氏による講話の様子

陣内教授と野木町SVCの皆さん牟田静香氏による講座
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下野市地域婦人会　元気に活動中！

出出出出
会会会会
いいいい
がががが
「「「「
協協協協
働働働働
」」」」
のののの
第第第第
一一一一
歩歩歩歩

まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり
市市市市
民民民民
提提提提
案案案案
発発発発
表表表表
会会会会

去
る
12
月
13
日（
金
）、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
」

の
受
講
生
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
提
案
発
表
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
発
表
会
は
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方
た
ち
が
、

「
協
働
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
や
市
民
活
動
に
必
要
な
ス
キ

ル
及
び
提
案
書
の
作
成
等
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
び
、

そ
の
学
習
の
成
果
を
「
ま
ち
づ
く

り
市
民
提
案
」
と
し
て
ま
と
め
て

発
表
し
、
実
際
に
そ
の
分
野
を
担

当
す
る
市
行
政
職
員
の
評
価
を
受

け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

出
席
者
は
、
お
の
お
の
関
心
の

あ
る
分
野
に
つ
い
て
資
料
収
集
及

び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
経
て
提
案
書
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

発
表
さ
れ
た
提
案
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
第
1
提
案
】

○
テ
ー
マ
「
世
代
間
交
流
（
世
代

間
相
互
居
場
所
作
り
）」

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
う
ち
で
の

小
部
屋
設
置
事
業
」

○
概
　
要

高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
流
の
場
を
作
る

【
第
2
提
案
】

○
テ
ー
マ
「
観
光
資
源
の
開
発
、

市
民
の
憩
い
の
場
の
創
設
」

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
下
野
市
史

跡
案
内
看
板
設
置
と
史
跡
周
辺

整
備
事
業
（
薬
師
寺
編
）」

○
概
　
要

下
野
薬
師
寺
周
辺
の

史
跡
め
ぐ
り
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
案
内
看
板
な
ど
を
設
置
す

る
【
第
3
提
案
】

○
テ
ー
マ
「
社
会
体
育
の
底
辺
拡

大
を
目
指
し
た
参
加
型
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
個
人
型
体
力
づ
く
り
へ
」

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
「
健
康
街
づ

く
り
」

○
概
　
要

こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
を
対
象
に
、
隣
近
所
で
声
を

掛
け
合
う
な
ど
、
市
民
同
士
で

健
康
教
室
を
実
施
。
実
施
で
き

る
体
制
作
り
を
行
う
。

下
野
市
と
し
て
初
め
て
の
取
組

み
で
し
た
が
、
参
加
し
た
行
政
職

員
か
ら
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に
寄
せ

る
市
民
の
方
の
関
心
の
高
さ
と
発

想
の
豊
か
さ
を
強
く
感
じ
た
。」
と

い
う
声
が
、
ま
た
、
発
表
し
た
受

講
生
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
熱
心
に

自
分
た
ち
の
提
案
を
聞
い
て
い
た

だ
き
、
助
言
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。」
と
い
う
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
出
会
い
は
、
下
野
市
の

「
協
働
」
の
第
一
歩
と
な
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
今
後
、
こ
の
提
案
を
よ

り
骨
太
な
も
の
に
し
、
実
施
で
き

る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
学
習
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生涯学習課 152-1119問い合わせ先
事務局　下野市教育委員会生涯学習課

152-1119 552-2624

■市民会議からのお知らせ
市民会議が誕生して1年が経ちました。
市民会議の趣旨と活動方針の検討、各団体

への働きかけ、活動資金の捻出など頭を痛め
ながら経過しました。具体的活動としては、
定期的に常任理事会を開催しながら、活動用
ユニホームを作成したこと、さらにネット被
害予防のための講演会開催、また『家庭の日』
普及啓発活動、有害図書ビデオ販売店の立入
調査、違反広告物の除去活動などを実施して
きました。
今後、子どもたちの健全育成にとって何が

必要なのか、また、地域における育成活動の
実態などを分析し、充実した活動を展開でき
るよう一層の努力が必要と考えています。
下野市青少年育成市民会議会長　倉井徳勇

■ご協力のお願い
青少年の育成に関心のある方、ご意見をお
持ちの方、ぜひご協力ください。
＜部会と主な活動＞
企画広報部…機関紙の発行等広報活動ほか
社会教育部…家庭教育、地域教育、『家庭

の日』普及啓発活動ほか
環境部…地域パトロールと有害環境の浄化
活動ほか
活動部…講演会開催や子ども会等の支援ほか　
※事務局までご連絡ください。

下野市青少年育成市民会議だより

去る11月8日（木）、国分寺運動公園で下野市地域婦人会
の運動会が開催され、約150名が参加しました。
この日は晴天にも恵まれ、参加者はおそろいの紅いウィ

ンドブレーカーに身を包み、運動場は紅葉一色でした。
地域婦人会では、明るい地域づくりを推進するため、社

会福祉活動を実践しています。日本赤十字社奉仕団員とし
て知識や技術を習得、老人福祉施設への慰問、市の事業へ
の協力等を行うほか、交通安全母の会会員としても活躍し
ています。
市内の方ならどなたでも、一緒に楽しく活動してみませ

んか？お問い合わせをお待ちしています。
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三
浦
し
を
ん
著
『
風
が
強
く
吹

い
て
い
る
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

2
階
研
修
室

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

2
月
16
日（
第
3
土
曜
日
）

時
　
間

午
後
3
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

●
児
童
・
生
徒
作
品
展

2
月
2
日（
土
）
〜
28
日（
木
）

吉
田
西
小
と
石
橋
中
の
児
童
・

生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

場
　
所

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

QRコード

＜一般書＞
養老訓 …………………………………………養老孟司
モンスターマザー世界は「わたし」でまわっている…石川結貴
ドキュメント医療危機 …………………………田辺功
食べてはいけない！ …………………………森枝卓士
魔物（上・下） ………………………………大沢在昌
ダイイング・アイ ……………………………東野圭吾
仏果を得ず …………………………………三浦しをん

＜児童書＞
カカトアルキのなぞ世紀の発見88年ぶりの新昆虫…東城幸治
おまじないつかい ……………………なかがわちひろ
ふたりでおるすばん ……………………いとうひろし
サンタクロースが二月にやってきた …今江祥智／あべ弘士
アントン命の重さ …………エリザベート・ツェラー
いるいるだあれ………………岩合日出子／岩合光昭

石橋図書館 新着図書のご案内（一部）

＜一般書＞
その数学が戦略を決める …………イアン・エアーズ
アンリ・カルティエ=ブレッソン伝 ………柏倉康夫
効率が10倍アップする新・知的生産術 ……勝間和代
携帯の無い青春 ………………………………酒井順子
ホルモー六景 …………………………………万城目学
サブプライム金融危機 …………みずほ総合研究所編
侍塚古墳と那須国造碑 ………………………眞保昌弘
アメリカン・コミュニティ ……………………渡辺靖

＜児童書＞
いたずらっこのきたかぜさん …………………山脇恭
チューさんのスノーレース ………………山田亜友美
どろんこおおかみと７ひきのこやぎ ………柴田愛子
ひつじがいっぴき ………………………………木坂涼
よる ……………………………………………武内祐人

国分寺図書館 新着図書のご案内（一部）

石
橋
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会
　

2
月
16
日（
第
3
土
曜
日
）

絵
　
本

「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」

「
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
と
ゆ
う
え
ん
ち
」

3
月
1
日（
第
1
土
曜
日
）

絵
　
本

「
ぶ
た
ぶ
た
く
ん
の
お
か
い
も
の
」

「
わ
た
し
も
び
ょ
う
き
に

な
り
た
い
な
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

2
月
13
日（
第
2
水
曜
日
）

国
分
寺
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会
　
　

2
月
9
日（
第
2
土
曜
日
）

絵
　
本

「
メ
チ
ャ
ク
サ
」

紙
芝
居

「
な
ぜ
、
せ
つ
ぶ
ん
に
豆
を
ま
く
の
？
」

う
　
た

「
赤
鬼
と
青
鬼
の
タ
ン
ゴ
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

2
月
16
日（
第
3
土
曜
日
）

瀬
戸
内
寂
聴
著
『
釈
迦
』
を
読

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

読み聞かせボランティア講座のご案内
《選書からブックトークへ》

●講　師 小川範子氏（宇都宮子どもの本連絡会会長）
●開催日と内容
3月 4日（火）「子どもにとってよい選書とは」
3月11日（火）「まずは１冊の紹介から　実習①」
3月18日（火）「まずは１冊の紹介から　実習②」
●時　間 午前10時～正午 ●場　所 2階視聴覚室
※参加無料ですが、受講者は事前申し込みが必要です。
定員（15名）になり次第締め切ります。

申し込み・問い合わせ先　
国分寺図書館　144-3399
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＜一般書＞

転倒予防の簡単筋トレ ………………………久野譜也
脳を活かす勉強法 …………………………茂木健一郎
魂の置き場所 …………………………………立松和平
天使のいた屋上 ……………………………白鳥加寿彦
小説会計監査 …………………………………細野康弘

＜児童書＞

白いキリンを追って ………ローレン・セントジョン
犬たちがくれた音 …………………………高橋うらら
はっぱみかん……………………風木一人／山口マオ
だから、ここにいるのさ！ ………バベット・コール
グリフィンの年（上･下）……ダイアナ･ウィン･ジョーンズ

南河内図書館 新着図書のご案内（一部）

●
読
書
会

2
月
9
日（
第
2
土
曜
日
）

半
藤
一
利
著
『
恋
の
手
紙
・
愛
の

手
紙
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜

場
　
所

2
階
会
議
室

●
人
形
劇
開
催
の
お
知
ら
せ

2
月
23
日（
第
4
土
曜
日
）

人
形
劇
団
「
ぽ
ぽ
」
が
南
河
内
図

書
館
に
や
っ
て
く
る
！

時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

題
　
目

一
寸
法
師

定
　
員

1
0
0
名
（
先
着
順
）

南
河
内
図
書
館

催
し
物
の
ご
案
内

●
紙
し
ば
い
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

2
月
9
日（
第
2
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜
（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
あ
の
ね
…
」

絵
　
本

「
お
さ
る
の
お
い
か
け
っ
こ
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
み
ん
な
で
ひ
な
ま
つ
り
」

絵
　
本

「
ど
ん
く
ま
さ
ん
の
ラ
ッ
パ
」

場
　
所

1
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』
の

読
み
札
が
揃
い
ま
し
た
！

市
教
育
委
員
会
で
は
、
下
野
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
る
た
（
名
称
を
「
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
と
い
い
ま
す
）

を
作
製
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
第
一
段
階
と
し
て
か
る
た
の
「
読
み
札
」
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
一
般
の
部
作
品
も
含
め
た
第
二
次
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
内
小
中
学
生
対
象
の
第
一
回
審
査
で
足
り
な
か
っ
た
「
読
み
札
」

作
品
（
ね
・
む
・
め
・
も
・
わ
）
を
二
次
募
集
し
ま
し
た
。
一
般
の
方
か
ら
も
多
数
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
総

数
で
547
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
18
日（
火
）に
行
わ
れ
た
第
二
回
審
査
の
結
果
、
次
の
18
作
品
が
優
秀
賞
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
（
敬
称
略
）

ね
え
み
て
よ
、
う
ま
の
は
に
わ
と
　
せ
い
く
ら
べ
　
　
　
　
　
　

緑

小

一

年

板
井
　
赳
磨

ね
む
っ
て
い
る
　
良
い
と
こ
伸
ば
す
　
子
ほ
め
じ
ょ
う
れ
い
　
　

国
分
寺
東
小
四
年

直
井
　
貴
裕

ね
む
り
か
ら
　
ほ
り
お
こ
さ
れ
た
　
や
く
し
寺
回
廊
　
　
　
　
　

一
　
般

日
引
　
桃
子

む
ら
お
こ
し
　
か
か
し
が
な
ら
ぶ
　
星
宮
神
社
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
北
小
二
年

青
柳
　
真
咲

む
ら
さ
き
し
き
ぶ
の
　
伝
説
残
る
　
国
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　

国
分
寺
西
小
四
年

近
藤
　
　
光

む
か
し
び
と
の
　
息
吹
感
じ
る
　
東
山
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
分
寺
中
一
年

出
口
　
慶
拓

む
ね
お
ど
る
　
八
幡
宮
に
　
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
河
内
中
二
年

松
本
　
祐
介

む
か
し
か
ら
　
文
化
行
き
か
う
　
東
山
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般

齋
藤
佳
代
子

め
い
所
だ
よ
　
八
重
と
薄
墨
　
春
の
尼
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
小
一
年

布
施
　
優
太

め
を
閉
じ
て
　
先
祖
を
思
う
　
東
根
供
養
塔
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋
小
五
年

藤
田
　
玲
美

め
い
所
　
旧
跡
　
か
る
た
で
伝
え
る
　
下
野
市
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般

土
屋
シ
モ
子

も
う
春
と
　
知
ら
せ
て
く
れ
る
　
う
す
ず
み
ざ
く
ら
　
　
　
　
　

国
分
寺
小
二
年

稲
葉
　
麻
美

も
り
深
き
　
防
人
街
道
　
歩
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般

保
沢
麻
里
子

も
み
じ
が
り
　
孫
と
楽
し
む
　
国
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般

野
澤
　
克
己

わ
ら
で
っ
ぽ
う
　
お
い
し
い
お
米
が
　
と
れ
ま
す
よ
う
に
　
　
　

吉
田
東
小
二
年

上
野
　
礼
樹

わ
が
国
の
　
安
た
い
願
っ
た
　
国
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
分
寺
東
小
四
年

出
口
　
侑
樹

わ
が
友
と
　
道
鏡
塚
で
　
待
ち
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
河
内
中
三
年

海
老
原
芽
生

わ
が
故
郷
　
咲
く
花
香
る
　
国
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般

佐
藤
会
利
乃

◆
入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』
の

読
み
札
が
揃
い
ま
し
た
！
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公民館インフォメーション
公民館まつりに皆様のご来場をお待ちしています！

●開催日 2月23日（土）午後1時～4時（作品展示・「くらしの環境展」）
24日（日）午前9時～午後3時（ステージ発表＆作品展示）

●会　場 南河内東公民館（下野市本吉田783）
【自主グループ作品展示】
○陶芸クラブ　○下野木版画クラブ　○フラワーアレンジ　○絵画クラブ　○南河内写友会　○書道教室
【公民館講座作品展示】
○ゆうがお大学（吉田教室） ○こども手づくり工房　○作品絵本　○乳幼児学級

《23日のイベント》
■くらしの環境展
○布ぞうり作り体験（午後1時30分～、先着20名） ○エコ・フリーマーケット（午後開催）

《24日のイベント》
■ヴァイオリンコンサート＆ステージ発表（午前10時～）
ヴァイオリンコンサート　～クラシックの名曲から童謡、流行歌まで～
ステージ発表　○フラダンス「マルヒア」 ○混声合唱「さくら合唱倶楽部」 ○ウクレレ「ナニ･モアナ」

○「生命の貯蓄体操秋桜道場」 ○「美咲歌謡クラブ」 ○「吉田ダンスクラブ」
■お茶席〔茶華道教室〕（午前10時30分～）
■模擬店〔南河内農産物加工組合による赤飯・五目おこわ等の販売〕（午前11時～）
■模擬店〔パン作りグループによる手づくりパン各種販売〕（正午～）
■チャリティーバザー〔陶芸クラブによる手づくり陶器販売〕（正午～）

公民館まつりに皆様のご来場をお待ちしています！

南河内東公民館まつり
～広げよう友情の輪　育てよう地域の文化と心～

2月16日（土）～17日（日）の2日間、石橋公民館まつりを開催します。この催しは、自主サークルが活動
している作品展示や発表会等を行い、公民館が自らの学習の場・ふれあいの場・潤いの場であることを、
皆さんに知ってもらうために行うものです。また、特別展示・ミニコンサートも予定していますので、た
くさんのご来場をお待ちしています。
●開催日 2月16日（土）～17日（日） ●会　場 石橋公民館（石橋416）
《16日のイベント》
■開会式（午前9時～）
■サークルの作品展（午前9時～午後4時）
○グリムフォトクラブ　○石橋俳句会　○押し花会　○刻字　○石橋山草会　○スイトピーの会　○結の会
○短歌クラブ　○絵手紙　○花みどり　○石心会　○かな書道の会　○ラペリスフラワー　○墨絵の会
○きるとの和　○夕顔会　○陶遊クラブ　○糸の会　○パッチワークサークル　○水彩画サークル
■受講生の作品展（午前9時～午後4時） ○クレイクラフト　○グラスアート　○デコパージュ
■特別出展（午後9時～午後4時） ○蛍を守る会　○グリム保育園　○野ばら幼稚園
■ミニコンサート
ハンドベル（午前10時30分～11時） すみれ作業所による「みかんの花咲く丘」ほか
マンドリン（午後1時30分～2時30分） 宇都宮マンドリンクラブによる「千の風になって」ほか
■体験コーナー〔花みどり（アレンジメント、材料費実費）〕（午前10時～正午）
■バザー販売〔すみれ作業所保護者会による手づくり作品の販売〕（午前10時～正午）
■模擬店〔オピニオン青い鳥、下野市生活友の会〕（午前10時～）
《17日のイベント》
■サークル・受講生の作品展（午前9時～午後3時）
■発表会（午前10時～） ○琴邦会　○イリマレイアロハイシバシ　○花鳥風月　○光梅友の会
○若葉コーラス　○3B体操　○混声合唱団石苑　○子ども太鼓
■体験コーナー（午後1時～） ○イリマレイアロハイシバシ　○3B体操
■模擬店〔オピニオン青い鳥、下野市生活友の会〕（午前10時～）
■閉会式（午後3時～）

石橋公民館まつり

＜主　催＞公民館まつり実行委員会、下野市公民館　　＜後　援＞下野市教育委員会
＜問い合わせ先＞石橋公民館　152-1157 南河内東公民館　148-5511




